
公営企業会計の仕組みについて
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１．公営企業会計の特徴

公営企業会計は、事業収入を主な財源として、独立採算の原則により特定の事業を経理する会

計です。水道事業会計及び下水道事業会計はこれに該当します。

公営企業会計は、現金の収入支出のみを把握する一般会計と異なり、その企業活動を正確に把

握するため、複式簿記を採用しています。

公営企業会計は２つの財布をもっており、使用料収入や施設の維持管理費などに係る財布を

収益的収支、上下水道施設の整備や改修などに係る財布を資本的収支として区分しています。
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（１）収益的収支
水道事業及び下水道事業の経常的な活動で、

①水道水の売上げや汚水の処理料がいくらあったのか

②水道水を作るため、汚水を処理し、きれいにするためにいくらかかったか

により、１年間の利益または損失を経理している財布です。

１年度中に発生するすべての収益とそれに対応するすべての費用がここに含まれます。

したがって、減価償却費のような現金支出を伴わない費用についても収益的収支に含まれます。

（２）資本的収支
水道事業及び下水道事業の設備投資に関する活動で、

①老朽化した上下水道施設の更新に係る支出

②新たな施設の建設に係る支出

③工事に係る国・県からの補助金や企業債の借り入れによる収入

④過去に借り入れた借入金の償還金など

を経理している財布です。

この財布から支出することで整備された上下水道施設などは固定資産となり、整備した年度以降

に耐用年数に応じた減価償却費を計上することで、翌年度以降の収益的収支の費用となっていき

ます。
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（３）減価償却とは

水道水の給水に必要な水道施設、汚水を処理場に届けるための下水道処理施設は１年間のみ

で使い切ってしまうものではなく、一定期間にわたって使用することを想定して整備しています。

そのため、整備に要した費用については、整備した年度だけの費用とするのではなく、固定資産

として計上し、その施設を使用すると見込まれる期間に割り振って費用として計上していく方法を減

価償却といいます。

収益的収支及び資本的収支という２つの財布の関係は、５ページの図のようになります。
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１年間の水道料金・下水道使用料などの収入

１年間の上下水道施設の
維持管理費

減価償却費 純利益

収
益
的
収
支

収
益

費
用

補てん財源 損益勘定留保資金
建設改良積立金
減債積立金

国・県からの補助金 企業債（借入金） 不 足 額

上下水道施設の整備・更新に係る支出 過去に借り入れた企業債（借入金）の償還金

資
本
的
収
支

収
入

支
出
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２．公営企業会計を家計に例えると

公営企業会計を理解しやすくするための例として、家計にあてはめて考えてみます。Ａさんの家
計の状況は次のとおりです。

①Ａさんはサラリーマンであり、会社から給料が支払われています。

②生活していくための食費、光熱費などの費用を給料から捻出しています。

③マイホームを持っており、そのマイホームを建てるために組んだローンを毎年返済しています。

④Ａさんは今年マイカーを買い換えます。国からのエコカー補助金だけでは足りないため、

不足分について銀行からローンを組むことでマイカーを購入しました。

このようなＡさんの家計を公営企業会計と同じような図で示すと、７ページのようになります。
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１年間の給料・ボーナス

食費・光熱費など
ローン返済分として
取り置いた資金

今年の余り

収
益

費
用

貯 金 定期預金

エコカー補助金 銀行からのローン 不 足 額

マイカーの購入代金 マイホームのローン返済金

収
入

支
出

家

計

簿

収益的収支、資本的収支と聞くと難しそうに感じますが、公営企業会計であっても
家計に例えることができ、似たようなお金の動きをしていることがわかります。 7



３．損益勘定留保資金について

５ページの図にある損益勘定留保資金とは、減価償却費などの実際に現金の支出がない費用と

密接な関係にあります。

減価償却として計上した費用は、帳簿上は費用となりますが、実際には現金が出ていくわけでは

ないため、減価償却費分の資金が手元に残っている状態となっています。 この手元に残った資金

を損益勘定留保資金といい、資本的収支の不足分にあてられることとなります。
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～令和２年度 上下水道事業会計決算について～

令和３年度第１回

深谷市上下水道事業運営審議会資料

1

資料6



１．令和２年度水道事業会計決算

（１）決算規模

4,732,384千円
（収益的支出2,779,276千円＋資本的支出1,953,108千円）
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（税込み）



維持管理費

1,121,370 千円

人件費

133,845 千円

減価償却費

資産減耗費

1,255,021 千円

支払利息

150,537 千円

その他の支出

3,461 千円
純利益

188,286 千円

（２）収益的収支

• 収益的収支とは、水道水をつくるための収入と支出のことです。

収益的収入

収益的支出
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決算額 2,852,520千円

決算額 2,664,234千円

（税抜き）

水道料金

2,214,745 千円

他会計負担金

他会計補助金

304,209 千円

その他の収入

333,566 千円



建設改良費

1,271,330 千円

人件費

70,409 千円

企業債償還金

611,369 千円

（３）資本的収支

• 資本的収支とは、水道施設を整備するための収入と支出のことです。

資本的収入

資本的支出

不足額は、内部留保資金で補てんしました。
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決算額 681,865千円

決算額 1,953,108千円

（税込み）

企業債

555,000 千円

県補助金

29,190 千円 他会計出資金

29,319 千円

その他の収入

68,356 千円

不足額

1,271,243 千円



（４）主な事業

老朽管更新事業 石綿セメント管更新工事 事業費570,243千円
更新延長10,595.51ｍ 市内全域

施設整備事業 ①花園第一・第二配水場改修工事 事業費208,491千円
送配水管布設替工事
花園第二配水場電気計装設備等更新工事
花園第二配水場場内配管布設工事
花園第一配水場流量計更新工事

②皿沼浄水場No.2配水池耐震補強・改修工事 事業費225,830千円
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２．令和２年度下水道事業会計決算

（１）決算規模（公共下水道事業＋農業集落排水事業） （税込み）

6,806,530千円
（収益的支出3,245,228千円＋資本的支出3,561,302千円）

6



（２）収益的収支

• 収益的収支とは、下水を処理するための収入と支出のことです。

収益的収入

収益的支出
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決算額 3,329,039千円

決算額 3,166,379千円

下水道使用料・農業集落排水使用料

1,604,415 千円

他会計負担金

他会計補助金

771,010 千円

その他の収入

953,614 千円

（税抜き）

維持管理費

885,253千円

人件費

80,255千円

減価償却費

資産減耗費

1,848,392 千円

支払利息

319,682 千円

その他の支出

32,797 

純利益

162,660 千円



企業債

1,601,000 千円

国庫補助金

県補助金

265,890 千円

他会計出資金

194,723 千円

その他の収入

77,011 千円

不足額

1,422,678 千円

（３）資本的収支

• 資本的収支とは、下水道施設を整備するための収入と支出のことです。

資本的収入

資本的支出

不足額は、内部留保資金で補てんしました。
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決算額 2,138,624千円

決算額 3,561,302千円

建設改良費

1,834,675千円

人件費

75,838千円

企業債償還金

1,647,490 千円

その他の支出

3,299 千円

（税込み）



（４）主な事業

公共下水道事業 ①汚水管渠建設事業 事業費522,095千円
布設延長4,260.9m
東方地区・岡地区・上原地区・黒田地区ほか

②雨水管渠建設事業 事業費481,985千円
布設延長350.6m 小前田地区ほか

③浄化センター建設事業 事業費30,454千円
ストックマネジメント計画策定

農業集落排水事業 農業集落排水処理施設建設事業 事業費377,154千円
管路施設改修
下郷地区・大谷地区・大谷西地区
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企業債

1,183,000 千円

国庫補助金

167,810 千円

他会計出資金

59,698 千円
その他の収入 54,970 千円

不足額

1,209,635千円

下水道使用料

1,305,001 千円
他会計負担金

446,945 千円
その他の収入

612,048 千円

維持管理費

567,133千円

人件費

57,905千円

減価償却費・資産減耗費

1,333,280 千円
支払利息

243,407 千円

その他の支出

32,656 千円

純利益

129,613 千円

建設改良費

1,405,071千円

人件費

60,820千円

企業債償還金

1,207,968 千円

その他の支出

1,254 千円

【参考１】公共下水道事業収支

収益的収入

収益的支出

•下水道事業のうち公共下水道の内訳です。

資本的収入

資本的支出
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決算額 2,363,994千円

決算額 2,234,381千円

決算額 1,465,478千円

決算額 2,675,113千円

（税抜き）

（税込み）



維持管理費

318,120 千円

人件費

22,350 千円

減価償却費・資産減耗費

515,112 千円

支払利息

76,275 千円

その他の支出

141 千円

純利益

33,047 千円

農業集落排水使用料

299,414 千円

他会計負担金

他会計補助金

324,065 千円

その他の収入

341,566 千円

【参考２】農業集落排水事業収支

収益的収入

収益的支出

•下水道事業のうち農業集落排水の内訳です。

資本的収入

資本的支出
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決算額 965,045千円

決算額 931,998千円

決算額 673,146千円

決算額 886,189千円

企業債

418,000千円

県補助金

98,080 千円
他会計出資金

135,025 千円

その他の収入

22,041 千円

不足額

213,043 千円

建設改良費

429,604千円

人件費

15,018千円

企業債償還金

439,522 千円

その他の支出

2,045 千円

（税抜き）

（税込み）















2




















